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【主催事業】
CS神戸が企画から集客まで単独で担う。地
域社会に必要と見込まれる取り組みについて
調査し、助成金・寄付・ボランティアを集め
PDCAで社会実験を行う。可能な限り次のス
テージへ。

【協働事業】
基本的な運営は主催団体が手が
ける。主催団体とCS神戸が協働
して事業計画書を作成し、CS神
戸は広報や参加者名簿作成、運
営補助、アドバイスなどを担う。
このステージが終了すれば自立へ
とステップアップする。

【後援事業】
主催するのはすでに自立した他の団体で、後援者
としてCS神戸がバックアップする。運営はそれぞ
れの団体がすべて担い、CS神戸は広報のみ協力
する形で、求められればアドバイスをする。

1. 食べる健康プラットフォーム
2. 兵庫型シニアショートワーク
3. こどもリビング（2022年4月より後援事業へ）
4. あすパークこども文庫

1. おうちエコ実践講座
2. あすパークから健康づくり
3. 芝生チャレンジ

1. 哲学カフェ（交流・居場所）
2. アドラー読書会（交流・居場所）
3. 神戸ロボットクラブ（子ども向けサイエンス教室）
4. 公園からの健康づくりネット（健康）
5. 教えてアガサ（交流・居場所）
6. みんなの広場リーチ（こども支援）
7. 土曜日のビートルズ（交流・居場所）
8. 自由演劇倶楽部「えん」（交流・居場所）
9. 美カフェ（居場所）
10. 地域食堂もりのこみち（こども食堂）
11. 園芸セラピー研究会（居場所）
12. ザ・サードプレイス神戸（外国人支援）
13. やまとの森（居場所）
14. 芝生で六甲あすパークマルシェ（交流・居場所）
15. おから・料理研究会（食品ロス）

あすパーク内にある
「フリマボックス」。
利用料を払って作品
などを展示する

自立へ

【図1】あすパークの団体自立化へのステップと各ステージの説明
公園内に立地する「地域共生拠点・あすパーク」

活動エリア 団体設立経緯
　コミュニティ・サポートセンター
神戸（CS神戸）は阪神淡路大震災
後、高齢 者や障がい者に代わっ
て給水をサポートするボランティア
グループ「水くみ110番」を原点に、
1996年から活動している中間支援
NPOです。避難所での助け合い活
動や復興活動を通じ、誰もが地域
で居場所と役割を必要としているこ
とと、地域活動の担い手になること
の重要性を感じ、担い手の養成と
地域活動団体創出のためのサポー
トに軸足を置いて活動しています。
2020年、初の自前の拠点「地域共
生拠点・あすパーク」を、神戸市灘区
の大和公園内に設置しました。

活動概要と活動対象範囲
　「地域共生拠点・あすパーク」は、
当団体の設立のきっかけである阪
神淡路大震災の助け合い活動の拠
点となった都市公園（大和公園）内
に設置した地域活動創出のための
施設です。
　 新 型コロナウイルスの 感 染 対
策・行動制限により地域課題がま
すます多様化する中、まだ取り組み
が少ないと思われる課題に対して、
積極的に働きかけや伴走支援を行
うことで、地域活動団体を創出して
います。本事業の対象範囲はあす
パークの近隣地域を中心に、神戸
市灘区および東灘区を対象地域と
しています。

地域・コミュニティ活動助成

認定NPO法人 コミュニティ・サポートセンター神戸
兵庫県神戸市

「地域共生拠点・あすパーク」による多様な非営利事業の立ち上げ
＆連携支援の取り組み

活動に至った理由や背景
　中間支援NPOとして20年以上活
動をする中で、近年の社会の変化
に伴うコミュニティ再構築の必要性
や、ウィズコロナの社会における孤
立・孤独防止の必要性を痛感しまし
た。公園という老若男女誰もが立
ち寄りやすい公共空間に地域活動
の創出拠点があることで、新たな
つながりを生めるのではないかと感
じました。
　多様化する地域課題に対応する
ためには、企業、行政、地縁組織、
教育機関、NPOなど多様な主体が
協働して課題に取り組む必要があり
ます。多数のセクターが集う場とし
ても、公園という場所は最適だと考
えました。

活動内容と成果

1）あすパーク運営事業
　地域課題解決の拠点であるあす
パークが近隣エリアや関係者に少し
ずつ認知され、運営基盤も徐々に
整えることのできた1年でした。地
域活動団体が利用できるオープン

スペース（フリースペース）の利用率
は65.7%と、コロナ禍と重なり目標
の80%は達成できませんでしたが、
徐々に利用率を上げることができま
した。利用団体数は月平均15団体
で、団体同士の横のつながりにより
協働するという目的で、利用団体に
よる交流会も2回開催しました。
　地域活動団体や地域のものづく
り作家の方々に利用いただいてい
る「フリマボックス」の利用団体数は
17団体と、昨年度に比べ倍増しまし
た。あすパークのオフィススペース
を使用しながらネットワークを広げ
る「オフィスパートナー」の登録団体
は7団体となりました。以上の定期
的な利用料収入により、あすパーク
の収入基盤を整備することができま
した。
2）立ち上げ支援事業
　あすパークでは地域課題に取り
組む手法として、地域活動団体を
積極的に創出しています。あすパー
クで立ち上がった団体が自立して活
動を行うまで、3つのステップで支
援しています。CS神戸が主催する形

で始まった「主催事業」が、地域の
構成員中心で運営する「協働事業」
となり、自立して「後援事業」とな
るまで、各ステージで伴走支援を
行い、団体の自立を応援していま
す【図1】。
　今年度は、それ以前に立ち上がっ
た主催事業や協働事業のうち15事
業が後援事業として自立へ向かうこ
とができました【次ページ図2】。立
ち上げ→伴走→団体の自立という、
地域活動団体創出のステップを確
立することができました。
　地域ニーズに応える取り組みを主
催事業として立ち上げ、活動に共感
する担い手を発掘し、その担い手
による自立した運営ができるように
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70歳就業法につい
ての勉強会。NPO
法人に取って活用
できるチャンス

あすパーク利用団体
を対象とした「チラシ
の作り方講座」

生鮮フードロス配送事業、ボラン
ティアスタッフがコープより受け取り

（ 上 ）食べ健セミ
ナーでゆばづくり

（左）アップサイク
ル 食 堂 で の 提 供
料理

【図2】主催、協働、後援事業の団体数の変化

時期 主催事業 協働事業 後援事業

2020年4月 3 8 6

2022年3月 4 3 15

①食べる健康プラットフォーム
【生鮮フードロス食材配送事業】
　生鮮食料品は活用できる期限が
短いことから、フードバンクなどに
持ち込むことが難しく、ラストワン
マイルが課題とされてきました。そ
こで開催頻度の高いこども食堂な
どに提供することで、フードロス削
減を目指して取り組みました。
　まず上期で配送の仕組みづくり
の研究・実験を重ね、下期でボラ
ンティアを組織化し子ども食堂など
への配送モデルを構築することがで
きました。現在6名の有償ボランティ
アが週1回程度、7カ所の店舗から
食材の提供を受け、11カ所の子ど
も食堂などへ配送しています。

【食べ健セミナー】
　「食」の大切さを地域の子どもや
大人に伝えるために、栄養士、食
品企業、大学などの食関係者と協
働し、セミナーを開催しました。小
学生以上を対象に、8月20日、11月

なるまでサポートする、という流れ
を絶えず繰り返すことで多くの地域
活動団体を創出し、安心して暮らせ
る地域になることを目指しています。
　後援団体を対象とした勉強会「チ
ラシの作り方講座」を開催し、団
体のスキルアップのサポートをしまし
た。この講座は21年7月14日と12月
22日の2回開催。それぞれ9名が参
加し、コピーライターの講師からチ
ラシの構成や言葉の使い方を学び
ました。
3）協働チャレンジ事業
　セクター間の連携は、あすパーク
の運営において最も重視しているこ
との一つです。SDGsの取り組みな
ど、行政・企業・NPOの境目がな
くすべてのセクターが協働して取り
組むべき事案が増えていると感じて
います。今年度は主に以下、①食べ
る健康プラットフォーム、②70歳就
業法勉強会の2つの取り組みを進め
ました。

21日、22年1月22日の3回実施。小
学生延べ16名、大人延べ20名の参
加がありました。子どもが自分で作
れる食事、地域の伝統ある食品企
業に学ぶ、災害時の調理など、毎
回地域の住民が交流しつつ「食」を
さまざまな視点から学び体験する
機会となりました。

【アップサイクル食堂】
　周辺の食品企業から提供される
余剰食材を、より価値を高めて別
の品々に調理する食堂を毎月第3水
曜日に開催しています。余剰食材は
おからや酵素ジュースなど健康に良
いものが中心で、食品スーパーから
提供された生鮮食材も活用しなが
ら、講師が健康的かつ季節を感じ
られる夕食を提供します。
　参加者は各回10名。皆で夕食を
いただきながら、食材や調理法を
講師に尋ねたり参加者同士の横の
つながりをつくったりと、貴重な地
域の居場所にもなっています。新型

コロナウイルス感染拡大防止のた
め、緊急事態宣言やまん延防止等
重点措置の発令期間中は、お弁当
の持ち帰り形式としました。

【食べる健康通信】
　食べる健康プラットフォームの活
動を紹介するニュースレターとして
第1号、第2号を発行し、協力企業
や団体を通じて広く配布しました。
②70歳就業法勉強会
　企業に対し努力義務として70歳ま
での就業確保措置を求めた「改正
高年齢者雇用安定法（通称：70歳
就業法）」では、企業が寄付をする
NPOなどで社員が活動する場合に
も努力義務を果たしたと認められま
す。NPOにとっては寄付と人材の
提供を受けられるチャンスとなり得
るため、同法を活用してSDGsをは
じめ社会貢献活動に関心のある企
業と勉強会を開催しています。

課題と解決方策

　あすパークの経済的な自立化が
一番の課題だと感じています。必
要経費を自らで賄えるようになる仕
組みづくりが急務です。今回助成を
いただいたおかげで運営基盤の整
備ができましたので、それを土台に
オープンスペース使用率の増加によ
る、場所代のさらなる増収を目指し

たいと思います。
　新たな収入源として、第一に独自
のインターンシップを核とした企業
向けの社員研修、第二に屋外の芝
生スペースを活用した取り組みを考
えています。公園に立地しているこ
との利点を最大限に生かした事業
モデルを模索していきます。

今後の予定

　「地域共生拠点・あすパーク」は
地域の方々に少しずつ知られるよう
になってきました。地域活動につい
て相談を受け、活動を起こすまで
のプロセスを丁寧に伴走する場所で
あるよう努めます。都市型で誰もが
立ち寄れる常設居場所としての機能
を強化したいと思います。
　あすパーク運営事業については前
項で述べた通り、新たな事業モデ
ルの確立を目指します。

　立ち上げ支援事業については、
今年度の取り組みを継続・発展さ
せるとともに、これまでにも増して
積極的に地域活動団体を創出した
いと考えています。新たな取り組み
として、「だれでもカフェ」（どんな
地域貢献ができるか考える居場所、
週1開催）や「特技を活かして地域
貢献サロン」（自分の特技を切り口
とし、仲間を見つけて地域活動を
始めてみるサロン、月2開催）を実施
し、地域活動の担い手を発掘する
とともに、参加者が団体を立ち上げ
るための伴走支援をします。屋外
の芝生スペースを活かした新たな事
業も立ち上げを予定しています。
　協働チャレンジ事業においては、
60歳前後の社員を対象とした地域
貢献・インターンシップ研修の受け
皿となり、定年退職前の社員の地
域へのソフトランディングを支援し
ます。また、地元企業と共にSDGs
の取り組みを進めていきたいと考え
ています。
　現状ではそれぞれの企業が個別
にSDGsに取り組んでいますが、連
携が不十分であるため、NPOが仲
介となりセクター間で一体的に進め
ることができれば、もっと効果的な
取り組みになると考えます。あすパー
クはこれからも、新たな協働プロ
ジェクトを生み出す拠点でありたい
と思います。

認定非営利活動法人コミュニティ・サポートセンター神戸
1996年10月設立、99年4月法人化／メンバー数：常勤職員10人、非常勤職員22人、
有償ボランティア50人、無償ボランティア100人、役員9人、正会員20人、賛助会員
100人／代表者：理事長　中村 順子（なかむら・じゅんこ）
●〒658-0052　兵庫県神戸市東灘区住吉東町5-2-2　ビュータワー住吉館104

078-841-0310（山村 弘美）　 078-841-0312
office@cskobe.com　 www.cskobe.com

自立と共生を目指し、より良い社会のために主体的に活動する人 を々サポートすると
ともに、自らの活動を通じて、誰もが尊重され支え合う地域社会の実現に寄与する
ことを目指します。

【協力団体】あすパークの主催事業、協働事業、後援事業で関わりのある団体：合計22団体／あすパークのフリマボックスを契約してい
る団体：13団体／あすパークのオフィスパートナーの団体：7団体／神戸市灘区、東灘区および垂水区のこども食堂：11団体（食べる健
康プラットフォーム事業）／認定NPO法人むすびえ（食べる健康プラットフォーム事業）／神戸市灘区社会福祉協議会（こどもリビング）　

【行政】神戸市建設局公園管理課（あすパーク運営事業）／神戸市こども家庭局こども青少年課（こどもリビング）／神戸市立成徳小
学校／灘区内の地域包括支援センター　【企業】生活協同組合コープこうべ（食べる健康プラットフォーム事業）／余剰食材提供企業：
7社（食べる健康プラットフォーム事業）／ 70歳就業法勉強会参加企業：12社／明治安田生命保険相互会社　【住民組織】徳井自治
協議会／成徳ふれあいのまちづくり協議会　【大学、高校】兵庫県立淡路景観園芸学校／神戸大学／神戸学院大学／甲南女子大学／
関西学院大学／灘高等学校／灘中学校／神戸松蔭女子学院大学　【その他】寄付者の皆さま（180名）


